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問題 1.	次の空欄ア〜クに当てはまる言葉あるいは式を、それぞれに設けた選択肢から選べ。

なお、問題 1は、導出過程の記述を不要とする。 

「抵抗 R、誘導 L、容量 C、電源、スイッチを用いた回路の過渡解析を考える。電流を Iと

書くと、抵抗 Rでの電位降下は（	 ア	 ）、誘導 Lでの電位降下は（	 イ	 ）、 容量 Cでの

電位降下は（	 ウ	 ）と書ける。電圧 E(t)を生じる電源に接続された直列 RC回路の電流 I(t)

を記述する常微分方程式は、（	 エ	 ）階の（	 オ	 ）常微分方程式となり、I(t)に関する常

微分方程式として整理すると非斉次項は（	 カ	 ）に比例し、一般解の部分が（	 キ	 ）に

相当し、特殊解は（	 ク	 ）に相当する。」 

ア．	 A.  RI  B.   C.  D. RI 2 

イ．	 A.   B.   C.  D. LI 2 

ウ．	 A.  	  B.   C.  D. I 2/C 

エ．	 A.   0  B.  1  C.  2  D.  3  

オ．	 A. 変数分離形 B. 斉次線形 C. 完全微分形 D. 非斉次線形 

カ．	 A. E  B. dE/dt  C. d2E/dt2 D.  ∫ E dt 

キ．	 A. 定常解	 	 	 	  B. 過渡解 

ク．	 A. 定常解  B. 過渡解 

 

問題 2.	次の空欄ア〜カを埋めるのに、最も適切な用語あるいは式を書け。なお、問題 2も、

導出過程の記述を不要とする。 

「線形非斉次方程式の一般解は、線形（	 ア	 ）方程式の一般解と線形（	 イ	 ）方程式の

特殊解の（	 ウ	 ）として表される。」 

「2つの関数 y1, y2において、C1 = C2 = 0以外の定数 C1, C2で恒等的に C1y1 + C2y2 = 0が成り

立つとき、y1と y2は（	 エ	 ）であるという。一般には、y1と y2のロンスキアン wは（	 オ	 ）

で与えられ、y1と y2が（	 エ	 ）のときロンスキアンは（	 カ	 ）となる。」 

	

問題 3. 以下の微分方程式について、一般解を求めよ。導出過程を必ず示すこと。 
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(C)  	 	        	 	 以上 
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